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上記の日時・場所において、 上記グルー プの研究課題評価委員会を開催し、事前に提出され

た当該事業の令和5年度及び令和6年度の研究報告書、自己評価書、 当日のグルー プリ ー ダー

による発表、事務局による特許決算状況等の説明を受け、質疑応答並びに委員の間で評価に関

する意見交換を行い、 その結果を以下のように取りまとめた。

【総評】

優れた研究成果が得られており、 研究課題評価委員会の結果はおおむね高評価で、本研究の

今後の更なる発展が期待できる。

下記のように研究成果の視点からの①から⑥の評価項目は、いずれにおいても総じて高評価

の判断ができる。 具体的には、 新規な物質・材料の開発や特性の制御に成功しており、 また、

実用に向けたデバイス化や製品化への取組も行われ、 論文、 学会発表、 特許出願の観点からは

十分な成果が得られていると判断できる。研究室運営の視点からの⑦から⑩の評価項目も、 大

型の競争的研究資金の獲得、 適切な人員体制や経費配分など、 十分妥当である。

【研究成果の視点】

①研究の業績

負熱膨張材料の社会実装と新物質開発については、機械学習を駆使した物質探索による負の

熱膨張を示す温度領域の拡大、圧力誘起電荷グラス転移の発見、非鉛物質における世界最大の

負熱膨張の実現など、 学術的に極めてインパクトの大きい成果を創出している。また、 強磁性

強誘電体の磁化反転検出においては、 ダイヤモンドNVセンサ ーを用いた磁化反転の観察、 面

内電場印加での磁化反転など、超低消費電カデバイスの実現に向けた画期的な進展が見られる。

②研究成果の公表

29件の論文発表と92件の口頭発表がある。 前者はNature Communications、 JACS、PRB、

Advanced Materials など、 一流の国際的なジャ ーナルに論文が掲載されている。 このように








